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◎デボ－ション（お言葉と祈りに生かされましょう） ！

14 ヨブ記 ３ 使徒 ２６ 創世記 ２０:１０～２２
15 ４ ２７ 神 詩篇 ２４:１ ～１０
16 ５ ２８ Ⅰテモテ ３:１４～１６
17 ６ ロ ー マ １ の 申命記 １２:１ ～１２
18 ７ ２ 使徒 ７:４４～５０
19 ８ ３ 家 マタイ ２１:１２～１７
20 ９ ４ Ⅰｺﾘﾝﾄ ３:１０～１７
21 １０ ５ マルコ ６:１ ～１３

◎毎日お祈りしましょう！ 今週の記念日
結婚記念日（１７日 宮本忠則・廣田めぐみご夫妻）
召天記念日（１７日 藏元 恵子 さん 1999年

１９日 伊藤 彬 師 1986年）
① 今年11月、創立40年の節目に新会堂建築の完成のため。
② 教会員ひとり一人の健康が守られ、歩みの上に祝福を。
③ ピーター・ホーフリッチ兄の霊肉の健康の上に祝福を。
④ 金町教会（代務者:柴 適 師）のお働きの上に祝福を。

１ 臨時総会 21日(日)礼拝直後 議案：新会堂建築の件
教区・教団に対する申請書類の最終点検を行います。

２ 来週、午後1時から新会堂建築のため業者(建築士:田中謙
兄、設計士：弓岡明氏）と懇談の時を持ちます。続いて祈
り、献げましょう。

３ 先週、主日礼拝に雨の中、姫路五軒邸教会｢祈りの群れ｣
から5名がご出席下さり交わりの時を与えられ感謝でした。

４ ６月も中旬に入り、蒸し暑い日が続いております。季候
不順な折､健康に留意し、マスクを着用して礼拝に出席し
ましょう。ご高齢の方々(独居生活、施設入居)、病気の方
々のために祈りましょう。

牧会短針 ６月第二日曜日は「子どもの日、花の日」です。

その起源は、レオナ－ド牧師が教会の礼拝で「もっと子ども
たちのことを考え、彼らのことを大切にしよう」と説教し、
子どもの献児式、幼児祝福式を持ったこと。或いは、礼拝堂
で美しい花を飾り、大人と子どもと一緒の礼拝を守り、集ま

ってきた子どもに牧師の署名入りの聖書や花を贈るようにし
たことにある、とも言われています。私たちも少子化時代の
今こそ、子どもたちのために真剣に祈り、仕えるものであり

たいですね。今週の牧師の予定 16日 姫路宣教祈祷会Zoom

19日 姫路基督教墓苑利用組合総会

◎先週の報告 礼拝11名、交わりの時11名、子ども教会1+4名、署名6名
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◎今週の御言葉 「あなたの家、あなたの家族のところに
帰り」（サムエル記第一16章14～23節、マルコの福音書５章
１～20節） 「神の霊がサウルに臨むたびに、ダビデは
立琴を手に取って、ひき、サウルは元気を回復して、良くな
り、わざわいの霊は彼から離れた。」(16:23) 「あなたの家、
あなたの家族のところに帰りなさい。そして、主があなたに、
どんなに大きなことをしてくださったか、どんなにあわれん
でくださったかを知らせなさい。」(5：19)

◎ 私たちは困難な立場に置かれた時、神様がどの様にし
て解放してくださるか? その恵みを証する者でありたい。

◎サムエル記第一16章では、イスラエルの初代の王サウル
が失脚したため(15章)、悲しむサムエルに主が語りかけ、ベ
ツレヘムのエッサイの子ダビデに次の王として油を注ぐので
す。神様はダビデを訓練するため、悪霊に悩むサウル王を慰
めるために、ダビデを選び、立琴をひいてサウルに仕えるこ
とを学ぶのです。神様は働きのために備えて下さる御方です。

◎マルコの福音書５章には、主イエス様が行われた奇跡の
御業が記されている。①1～20節はゲラサ人の地での御業で、
「汚れた霊につかれた男性の癒し」です。カペナウムからイ
エス様と弟子たちはガリラヤ湖を渡った。激しい突風が予想
外に起こったが、イエス様はこの突風を静めた。ゲラサ人の
地に着き、イエス様は男性から悪霊を追い出して豚の群れに
乗り移らせた。その豚の群れは険しい崖から、湖に落ちた。

②汚れた霊が、人と神様との関係や神様の似姿をゆがめ、
破壊するために人間を使うことが出来る。今日も悪霊は危険
で、強力であり、破壊的なのです。私たちは、「破壊に至る
自分勝手な道を選ぶのか、それとも、赦しと罪からの癒しと
きよめと真の自由を与える、人生におけるキリストの愛に満
ちた導きを選ぶのか」問われており、永遠を左右する(7)。

③汚れた霊は、自分の名をレギオンであると言った。レギ
オンとは、3千から6千の隊員から成る、ローマ軍の最大部隊
のことです。この人は大勢の悪霊にとりつかれていた(9)。

④悪霊の目標は、住み着いた人間の支配また破壊です。イ
エス様の目標は、罪とサタンの支配から人々を自由にするこ
です。悪霊は、自分たちにはイエス様を支配することが出来
ないことを知っていたので、遠いところに送らないように懇
願した。イエス様は、豚の群れに入りたいとの願いを赦され
たが、人々の中での彼らの破壊的な活動は終わらせた(10)。

⑤この人は悪霊にとりつかれていたが、イエス様の御力か
らの生きた証となった。彼はイエス様のお供をしたかったが、
イエス様は彼に、家に帰ってこのことを友人たちに話すよう
にと言われた。この結果、この人は、癒やされた事を証明し、
社会に再び迎えられ、友人や家族に再会する機会となった。


